
- 1 - 
 
 

情報発信拠点「ここ滋賀」について 

 
１ 目的 

地域間競争の時代を迎え、「買う・食べる・訪れる・

住む」といった様々な場面で滋賀が選ばれるよう、滋

賀の魅力の発信を行い、滋賀への誘引を行う必要があ

る。 
このため、情報発信拠点「ここ滋賀」を中心に、滋

賀の豊かな自然や歴史文化、その豊かな環境で育まれ

た食やモノなど、“いいものがある”ということを発信

し、県外の人々がその魅力に触れ、体感できる機会を

増やしていく。 
 

 
２ 機能 
 

魅力体感 
・企画催事 
・食の体感 

・地域のヒト、コト、モノや四季など様々な角度から滋賀を切り出してテーマを
設け、販売（マーケット）や食の体感と一体で魅力を伝える。 

・近江の米、牛、茶、湖魚、野菜や地酒等“旬”の滋賀を味わい、食で滋賀を体
感していただく。 

マーケット 
・県産の食、モノや暮らしを展示 PR・販売し、素材のよさ、質のよさに触れ、購

買や販路開拓につなげる。 

総合案内 
・観光や移住交流、企業誘致等、来訪者の関心、ニーズに応じて、初動時のサポ
ート役を担い、「ここ滋賀」と滋賀をつなぐ。 

 
 

３ 平成 30 年度の取組 

（１）方針 

    平成 29 年度の運営状況を踏まえ、平成 30 年度は旬を捉えたより一層効果的な情報

発信や販路開拓・ＥＣ(ネット通販)サイト等拠点外取組の展開、また、月別テーマに

基づく魅力体感（企画催事・食の体感）等の実施により県民および来館者の満足度向

上を図る。 
 

 

 

 

（２）魅力体感 

・滋賀の魅力を様々な角度から伝えるため、月別テーマを募集段階から設定し、マー

ケットやレストランが一体となった企画催事を数多く実施できるよう、市町や各種

団体・県内事業者等に対して、積極的に働きかけを行う。 

・レストラン「日本橋 滋乃味」において滋賀の食の魅力をしっかりと伝え、利用率

の向上に取り組む。 

【平成 30年度 数値目標】 ◎来館者数 405,000 人  ◎経済効果 874 百万円 

厚 生 ・ 産 業 常 任 委 員 会 資 料 ６ 
平成 3 0 年（ 2 0 1 8 年） 5 月 1 6 日 
商 工 観 光 労 働 部 観 光 交 流 局 
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【主な事業】 

   ○イチオシＰＲ事業 

・様々な角度から滋賀を切り出して魅力を伝えるため、庁内や市町、関係団体等と連携

し、マーケットや食の体感と一体となった演出で毎月の催事等を行う。 

○周年事業 

・拠点開設 1周年の催事を実施し、にぎわいを創出する。 

     ○（新）ここ滋賀からチャレンジ事業 

・チャレンジ意欲をもった県民・事業者等がテストマーケティングやレシピ提案、作品

発表を行う場として「ここ滋賀」を活用する機会を創出する。 

 

 

（３）マーケット 

   ・県内事業者のアイテムを常時約 1,000

点店頭で販売。季節商品や新商品など

をタイミング良く仕入れ、販売できる

よう売り場の充実を図る。 

   ・ギフト用の商品仕入れ、セットづくり 

を行い、幅広い商品展開を行う。 

   ・東京での消費者の反応やトレンドなど

の情報を出品事業者に伝え、商品の磨

き上げを支援する。 

   ・「ここ滋賀」をショールームとしたＢtoＢの取組や、商品の販売チャンネルを拡大 

するためのＥＣサイトの構築に新たに取り組む。 

  

 【主な事業】 

○（新）ここでも滋賀売込推進事業 

・「ここ滋賀」取扱商品等について、首都圏における「ここ滋賀」以外の販路開拓を推

進する。（首都圏商談会等の実施） 

○（新）ＥＣサイトの構築・運営 

・「ここ滋賀」取扱商品を販売するＥＣサイトを構築し、県産品の消費拡大と情報発信

を図る。 

 

 

（４）総合案内 

   ・市町や団体等とさらに連携を図りながら、四季に応じた県内イベントや街歩きマッ

プ等の情報を効果的に発信する。また、観光案内はもとより移住・企業誘致・就職

相談の窓口機能を果たす。 

   ・今後、日本橋エリアに増加が予想されるファミリー層など、来館者のニーズにあっ

た情報を効果的に案内できるよう、スタッフ教育等の充実を図る。 
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４ 平成 29 年度の取組 

（１）費用対効果 

 （単位：百万円） H29 年度目標 H29 年度実績 

効果 ①  拠点売上 105 201 

②  拠点外売上 ‐ 6 

③  通販 ‐ ‐ 

④  観光客 ‐ 117 

⑤  広告換算 99 313 

計 204 637 

費用 A 物件賃借 63 63 

B 維持管理 11 8 

C 内装関係 151 150 

D 催事・メディア連携 83 82 

E ネットワーク 17 16 

計 325 319 

                     ［ 効果／費用 ］        ［0.63］        ［2.00］ 

 

① マーケット、地酒バー、レストランの売上実績に基づき効果算出 

② 「ここ滋賀」以外で「ここ滋賀」商品を販売した売上実績に基づき効果算出 
③ 「ここ滋賀」EC サイトやカタログ販売（web も含む）の売上実績に基づき効果算出（平成 30 年度か

ら測定） 

④ 実態把握調査などによる、滋賀県への観光客の消費活動による効果の推計を算出 

⑤ テレビ、新聞記事、Web ニュース等メディアが「ここ滋賀」を取り上げたことによる広告換算効果 

 

 

（２）魅力体感 

①企画催事 

・企画催事は、「地域のヒト、コト、モノや四季など様々な角度から滋賀を切り出し

て演出し、販売（マーケット）や食の体感と一体で深掘りして伝え、来館者に体感

いただくこと」を目的としており、月ごとにテーマを設定し、滋賀県の魅力を発信

し、ファンづくりに資する事業を実施した。（合計 88 回、延べ 207 日実施） 
 

月 テーマ 開催回数 

11 月 
秋の収穫祭 
～近江の食を楽しもう～ 

11 団体・20 回 

12 月 
琵琶湖の恵み 
～マザーレイク「琵琶湖」から生まれた産品～ 

8 団体・19回 

1 月 
日本六古窯「信楽焼」 
～信楽焼と滋賀の地酒や食材で新年を祝う～ 

9 団体・16回 

2 月 
メイド・イン・滋賀 
～湖と土と人が生み出す良品～ 

14 団体・20 回 

3 月 
滋賀へのいざない 
～豊かな自然・歴史文化を知ろう～ 

8 団体・13回 
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②食の体感 

・「日本橋 滋乃味」では、滋賀県産の食材を使用し、滋賀の食材の魅力発信に取り組

んだ。 

・歓送迎会プランなど年度末の異動シーズン向けのメニューを展開した。 

・SHIGA’s BAR では、滋賀の地酒の認知・周知と顧客獲得を目的に、マップキープ 

（地酒スタンプラリーのマップを BAR で保管）を実施し、リピート率向上を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

③情報発信 

・開業初年度は開業告知に関するニュー

スリリースの発行に始まり、幅広いメ

ディアに対して働きかけを行った結

果、媒体掲載件数が 198 件となり、特

にウェブ媒体で多く取り上げられた。 

 

 

＜マスコミ掲載件数（H29 年度実績）＞ 

テレビ  19 件 ラジオ  3 件 新聞   49 件 夕刊紙  4 件 
合計 198 件 

スポーツ紙 2件 雑誌    14 件 情報誌   7 件 WEB  100 件 

 

 

（３）マーケット 

・加工品・冷凍品・冷蔵品・米・酒・菓子・雑貨など、カテゴリーごとのバランスを

重視した棚割りを行った（販売品目構成比は食品：非食品＝６：４）。売上実績の

構成比は食品：非食品＝９：１となり、このうち加工食品・日配・菓子類で８割弱

を占めた。 

・マーケット全体の売上金額中、鮒ずし商品や近江牛関連商品がそれぞれ約 11%を占

めるなど、滋賀の食イメージとストレートに結びつく商品が人気となっている。 

 

【来館者数（10/29～3/31）】  

 
H29.10 H29.11 H29.12 H30.1 H30.2 H30.3 合計 目標値 

達成率

（％） 

来館者数 

（人） 
8,545 70,725 54,780 40,221 47,085 50,929 272,285 187,500 145.2 

（地酒スタンプラリーのマップ） 
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月曜日

9.7%
火曜日

10.1%

水曜日

10.9%

木曜日

11.4%
金曜日

13.2%

土曜日

22.7%

日曜日

22.1%

女性

66.9%

男性

33.1%

～10代

0.2%

20代

5.6%

30代

20.1%

40代

28.8%

50代

26.1%

60代～

19.2%

 

【属性等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【売上状況(10/27～3/31 内覧会含む)               （税抜 単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【出品事業者へのアンケート結果】         （出品事業者 231 社中 154 社が回答） 
商品や企業のイメージアップにつながった 35.7％ 

商品や企業の認知度があがった 25.3％ 

顧客や消費者との交流（コミュニケーション含む）につながった 23.4％ 

市町や関係団体などと情報共有が活発になった 16.9％ 

従業員のやる気があがった 13.6％ 

他社や異業種との連携につながった 11.0％ 

新商品の開発、販売につながった 8.4％ 

ここ滋賀以外の店舗との商談、商取引につながった 3.9％ 

テレビや新聞、雑誌などの取材や報道が増えた 3.9％ 

展示会や見本市（催し）などの参加依頼が増えた 1.9％ 

その他 6.5％ 

特にない 31.2％ 

 

※「ここ滋賀」を活用して得られた成果や要望（出品事業者アンケートから抜粋） 

 

・都内では直売所 2箇所に出荷しており、安定してお客様がついているが、「ここ滋

賀」からの注文は今まで 2 回しかない。継続して発注していただきたい。 

・売上げ等の状況について、報告いただく機会を設けてほしい。 

・長年の希望であった、滋賀県の物産、観光、食等々をトータルで発信できる場所

を東京の一等地にオープンしていただけたことがありがたい。 

・「ここ滋賀」で当店の商品を知り、滋賀の旅行行程に当店への訪問を追加してくだ

さった方が何名かいらっしゃった。 

 

１階 

ﾏｰｹｯﾄ

他 

目標値 
達成率 

(％) 

２階 

ﾚｽﾄﾗﾝ 
目標値 

達成率 

(％) 
合計 目標値 

達成率 

（％） 

合計 58,912 38,000 155.0 24,590 45,000 54.6 83,502 83,000 100.6 

＜性別＞               ＜年代別＞              ＜曜日別＞ 

(レジ通過者数による)               （レジ通過者数による）               （来館者数による） 
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（４）総合案内 

・観光・イベント・「ここ滋賀」に関係するパ

ンフレット等を配架。また、観光、移住、企

業誘致、就職相談について、パンフレットデ

ータを全市町・関係各課から集め、デジタル

化し、タブレットに保管した。 

・館内壁面に滋賀県のマップ等を設置したほか、

観光パンフレットが拡げられるテーブル等

も設置して観光等の案内に対応した。 

・館内モニターにおいては、県内紹介動画の上

映を行った。 

 

 

 

（５）拠点外連携 

①イベントへの出店 

・首都圏で開催されたマルシェ等のイベントや

滋賀県ゆかり企業との連携により、「ここ滋

賀」以外でも滋賀の魅力ある商品の販売や情

報発信を行った。（3月末までに、8 回実施） 

 

 

 

 

 

②日本橋周辺との連携 

・日本橋・銀座に点在するアンテナショップと   

連携し、スタンプラリーイベントを実施。 

・熈代祭（きだいまつり）やアサゲ・ニホンバ

シなど日本橋地域で開催されたイベントへ

の出店、参加。 

・「琵琶湖夢街道大近江展」と連携し、「日本橋 

滋乃味」のサービス券等を抽選で提供。 

（損害保険ジャパン日本興亜での販売） 

（アサゲ・ニホンバシへの参加） 


